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要旨 ： 築 40 年以 上経過 した壁式 RC 造建物の 実大壁 を対象に，壁 開 口 の 有無を実験変数 に

し た試 験体 2 体の 静的加 力実験 を行 っ た 。 現場実験で反力 フ レ
ー

ム を設 置で きな い た め ，実

験 区 間と そ の E下部分で 力 の 釣 り合い を取 る 自己 完結形 の 加 力方法 を採 用 した。無 開 口 壁 で

は 壁 と床 ス ラ ブ の 接 合部 に 滑 りが 発 生 し，最 左耐 力 に 達 した。
一

方，有 開 口 壁 で は 壁 の せ ん

断破壊で 最大 耐力 に 達 し たが ， 有開 口 壁 の 最大耐力 は 無 開 コ 壁 の 80％ 程度で あ っ た 。

キーワー ド ： 既 存壁 式 RC 造建物，実大壁 実験，壁開 口 の 有無，自己完結形加力

1．は じめに

　古くな っ た建物 を杜会資本 と し て 有効 に 活 用

す る こ とを目的 と して ，既存建築物 の リ ニ ュ
ー

ア ル ，あるい は コ ン バ ージ ョ ン に関する技術開

発 が 盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ て い る。筆者 ら

は ，既存 の 集合住宅を検討 モ デ ル と し て リニ ュ

ーア ル に関す る研 究を実施 して い るが
1〕
，そ の 過

程 で 量960 年代 に 建 て られ た鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト

（以下 ， RC ）造壁式構造建物 の 構造性 能を実験

に よ り確認 す る こ と と な っ た 。

　壁 式 RC 造建物 は ，
．
般的に耐力が 高い と考え

られ て い る。壁 式構造 を対象 と し た 実 大加力 実

験 は こ れ まで に もい くっ か 報告 され て い る が ，

い ずれ も試験体 と して製作 した もの で あ り ， 竣

．il後 40 年程度使用 された実際 の 建物 を使 っ た 実

験 は 殆 ど 報告 され て い ない 、，壁式構 造 が 年 数を

経 て も 十分な構 造性 能を有 し て お り，リニ ュ
ー

ア ル 後 に建物 に要求 され る性能 を保 持 して い る

こ と を，実建物 を使 っ た 実験 で 把握 し て お く こ

とは 重要 な意味が ある。

　1960 年代 の 建物 で は，鉄 筋 に丸鋼を用 い て い

る場合が 多く，さらに，実施 工 建物 で は配 筋等

が 必 ず し も設計図通 りで は な い こ とも考え られ

る。そ の た め ，実建物の 耐震性能を実験的に 把

握 して お く こ とは ， 空 間拡大 を検討す る た め の

基礎的情 報 と して 非 常 に 有用 で あ る／t

　そ こ で，次 の 2 点 を研 究 目 的 と し て 実大建物 を

対 象と し た加 力実験を計画 した 、

　a ） 壁式構造の 耐震性能 の 確認

　b〕 実 施 工 部材 の 構造性能 の 把握

　以 下 ，実験手法 の 検討，お よび 加力実験 結果 の

概要 につ い て報告す る。

2．実験計画

2．1 実験対象建物

　加 力実験 の 対 象建物は ，東京近 郊に あ っ た集 合

住宅 で ，1960 年 に 設 計され た 4 階建 て の RC 造

壁式構造で ある （設計 は文献 2）に 準拠 ）p 既 存建

物 の リニ ュ
ー

ア ル を考 え る場 合 ， 居住 空間 の 拡

大 を図 るた め に ，は り間 方向 の 戸 境壁 に 開 凵 を

設 け る こ と が 想定 され る た め ，実験も同等 の 条

件で 行 うこ とと し，3 階部分 の は り 間方向壁 （戸

境壁 ） を加力 対象 と して選定 したt、

　加 力 実 験 に 用 い た 耐 力壁 の 設計 寸 法 は，壁 厚

18emm ，高さ 2．55m，賑 さ 5．5m で ，実験部分

だ けを桁行 方向 の 壁 か ら切 り離 し，文献 3）に よ

る 1白：交壁 の 有効長さ 1．08m （壁厚 の 6倍相当）を

残 し た 1型断 面 と し た．、設 計 で は ，壁 の縦横筋

と して 9φ の 丸鋼（SR235）を 250mm 間隔で シ ン グ

ル 配 筋 し ， コ ン ク リー
トの 設 計 基 準 強 度 は
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18N〆  2
で あ る。建物 の は 嫺 方向中間部 にも

直交壁 が 存在 した が，加 力 の 都合 上そ の 部 分 を

撤 去 し，1 枚壁 として 実験 を行 っ た 、

　実験 は ， 何 も壬を加 えな い 状態 の 耐力壁 （無開

冂 試験 体） とリニ ュ
ー

ア ル で 想定 され る 壁 開 口

（出入 rl　 LOxLgm ，開 口 周 比 0．37）を設 けた試

験体 （有開 口 試験体）の 計 2 体で ある。た だ し，

有開 口 試験体で も開 口 周囲 の 補強 は何 も行 っ て

い な い ．有開 口 壁 試験体 の 形状 を図
一 1 に示す 。

図 中の 寸 法は ，試験体を実測 し た 結果 で あ る。

南側 には長 さ 1．lm の ベ ラ ン ダが張 り出 して い る、，
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図
一 1　 有開 口 壁試験体 形状

2．2 加 力方法 の 検 討

　実験で は，は り間方向の 耐力壁 を加力対象 と し

たた め，加力 時 の ジ ャ ッ キ 反 力を ど の よ うに 取

る か が 問題 と な る。一
般的 に 考 え られ る加 力 方

法 と して は，

　a ）は り間方向 の
一部分 を反 力 フ レ

ーム と して

　　用 い る （は り間方向多 ス パ ン 建物 の 場合）

　b）建物外部 に反力 フ レ
ー

ム を構築す る

　 c）実験 対象 と同等 の 桁行き方向壁 を は り間方

　　向壁 と仮定 し て 桁行 方向 の 加 力 で代替す る

　d）試験部 分で 力 の 流れ が 自己 完結する 加 力方

　　法を用 い る

等が 挙げられ るが ，それぞれ 長所
・短所 を有す

る。a）は 筵物 ，加 力位 置 ともに非常 に限 定 され，

今回 の 建物 で は 実施困難 で あ っ た 。b）は 大規模 な

建設 工 事 を伴 うこ とにな り，実験 費用 が非常 に

高 くな る thc ）は ，は り間 方向 と1司等 の 壁 を桁行 方

向 に 見 つ け る こ とが難 し い 。 そ こ で今回 は ，d）

の 自己 完結形 の 加力方法
4）
を用 い る こ と を前提

に ，実験計画 の 検討 を行 っ た。

　今回採用 し た 自己 完結形 の 載荷方法を図
一2

に示 す。加力を行 う壁 の 両面 に 2 台ず つ 加カ ジ

ャ ッ キ を K 型 ブ レ
ース の よ うに設 置す る 。 各ジ

ャ ッ キ の 頂部 と脚部は 加 力治具 に 取 り付 け，加

力治具 は 加 力対 象 の 上 下 の 壁 ，あ る い は ス ラ ブ

部分 に 固定す る。壁 に 向 か っ て 左側 の ジ ャ ッ キ

を力 P だ け仲ばす方向に 加 力す る 場合，右側の

ジ ャ ッ キ は 同 じ 力 P で 縮め る 方 向に 同時に 加 力

す る。ジャ ッ キ は 角度 θ を持 っ て 設 置され て い る

の で 水 平方 向 に 2Pcos θ だ け の 力 が 発 生 す る。同

時に ，ジ ャ ッ キ の 鉛直方向 の 分力も発 生するが，

カ の 向 き が E 下逆 で あ るた め 鉛 直成 分 は相 殺 さ

れ る。 こ の よ うに ，
ジ ャ ッ キ と試験 区間内 で 力

の 釣 り 合 い が 取 れ る ため，外部に反 カフ レ ーム

を設 け る こ とな く実験 が 可 能 とな る。

北側
ピン 接合 加 力 治具 南側

加 力治具

図 一2 　 載荷 方法

ベ ラ ン ダ

　本 加力 で は ，同
一

仕様 の ジ ャ ッ キ 4 台を使用す

る こ と，押 し引き同圧 で 作動す る油圧 ジ ャ ッ キ

（串型 ジ ャ ッ キ ）が 制御上 望ま しい 、また，加

力治具 に せ ん 断力 が 発 生 し な い よ うに す る た め

に ，ジ ャ ッ キ 頂 部はゲージ ラ イ ン が 1 点 に 集ま

るよ うに取 り付 け る よ うな 工 夫が必 要で あ る。

（1｝試験 体 に作 用する力

　本加 力 方法に お ける力の 作用 関係を図
一3 に

示 す、1組 の ジ ャ ッ キ に よ り試験体 に 作 用 す る せ
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ん 断 力 ρは （両面 に ジ ャ ソ キ を取 り付 け る と試

験体 に 作用す る せ ん 断力 は 2g ）， 式（1）に よ り 計

算 で き る。

　　 ⊆〜＝2Pcos θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝

　’　　vー　ドr
　 L＿一ピー，

　 　 　 　 　 ∫ノ　 　 　　 　　 　　 H
　 　 tanθ＝＿ ，　 　 　 　 　 　 　 　 sine ≡

　　　　　
L
，

’2
　 　 H2 ＋ （ム 2）

2

　　 θ ： 油圧 ジ ャ ッ キ の 取 り付 け角度

　こ の 水 平力 に よ り，壁脚部 に 発生す る 転倒 モ
ー

メ ン ト M は

　　 M ＝9H ＝2PH 　cos θ　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

と なり，こ の 転倒モ ーメ ン トM に よ り壁両端に

発 生 す る 軸 力 N は

　　 κ．些 9”
．

2胱 ゜s θ．翫 ゜ s θ
．P 、i。 θ （3）

　 　 　 　 L　　 L　 　 　 　 L　 　　 　 　 L・2

となる。

（2）水平変形に伴 う各作用力の誤差

　本方法 で は ，試験体 に 作用す る 水平 力 は 試 験体

の 変形に 伴 っ て ，式（Dで 求め ら れ る e と異な っ

て く る。また ，鉛直方 向 の 分力 も変化する た め，

節点 A に お ける鉛直方向力が常に 0 とはならな

い 。それ ら加 力 に伴 う誤 差 の 影 響 に つ い て 検討

す る、，水 平加 力 に 伴 う 高 さ 方向 の 変形 は 無視 し

て い る。

　試験体 の 大き さか ら H ＝2，74m ，　 L≡∬ m と し，

水平変 形 を考慮 し て 求め た 水平 力 G と，初 期取

り 付 け角度 θ 時 の 水 平 力 （20との 誤 差 は 図 一4

（a ）の よ うにな る。層 間変形角 1／25rad．程度ま で 変

形 して も，水 平 力の 誤差 は O．06％ 程度であ る。

　
一

方，節点 A に お ける軸方向力 M と水平 力 g
の 比 率を計算す る と図一4 （b）の よ うな結果が得

られ る。水平変形に ともな い 試験体に圧縮力が

作用す る こ と となる が ，そ の 大き さ は 層間変形

角 11100rad．で水 平力 ρの 約 0．5％，1125rad．で 2．0％

程度 で ある。よ っ て ，本加 力方 法に おけ る水平

力お よび軸力 の 誤差は さほ ど大 き くなく，実験

上 ほ とん ど影響な い もの と判 断 され る。

　本実験 で は 図
一2 に 示 す よ うに 実験対 象部分

の 直上 の 耐力壁 を鋼製の 加 力治具 で 両面 か ら挟

み 込 み ，ス ラ ブ 中央部分を切 り欠い て 油圧 ジ ャ

ッ キ の 頂部を取 り付 け た 。試験体下部 は，床 ス

ラブを挟 む よ うに加力 治具 を取 り付 け ， 試 験 体

直下 （2 階部分） の 耐 力壁 に も PC 鋼 棒を使 っ て

治 具を圧 着 し て ジ ャ ッ キ 反 力 を取 る よ うに し た。

実験 で は，糧 1剛 ，ス トTl・一ク ± 300  の 串

型油圧 ジ ャ ッ キ を使用 し ， 南側 の ジ ャ ッ キ 2 台

は コ ン ピ ュ
ー

タを使 っ て 制御 し，北側 の ジ ャ ッ

キは 同 圧 で 追随す る よ うに 駆 動 し て ，合 計 4 台

の ジ ャ ッ キを連 動 させ なが ら加力 を行 っ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L　　　　　　 周　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

工

ooo

霆
一・。・

ぴ
δ 一

〇．04

一〇．06

0．0

心．5

ε．1．・
9Z
　 ・15

．2．0

ム

↓
N

▼

　 　 　 　 　 M

図一3 　 カ の 作用関係

↑・

0．00　　　　　001 　　　　　0．02　　　　　GO3 　　　　　0．04
　 　 　 　 層 間 変 形角 （radl

（a ）水平 力の誤差

0．OO　　　　 OO1　　　　 0、02　　　　 D．03　　　　 0、04
　 　 　 　 層間 変形 角 （rad 〕

　（b）軸力の 誤差 （引張 を正 とする）

図一4　 部材変形角 と加力誤差の関係
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　有開 口 試験体 の 計測状況 を図
一 5 に

示 す。実験 で は試験 体 の 下階か ら計測

用 不 動点 梁を伸ば し ， 試験体頂部 の 絶

対変形 を使っ て 加 力制御 を行 っ た 。 壁

両端 に は 高さ方 向 に 変位計 を 5 本ず つ

取 り付 け曲げ変形 を計測 した他 ，壁 面

の せ ん 断変形 を計測す る た め対角線方

向 に 変位計 を取 り付け た。

水平 変形用 a 躑

北側

3．実験結果 お よ び考察

3．1 材料試験結果

　各試験 体 を切 り出す過 程で，加力 対象 の 壁近傍

の 部材 か ら コ ン ク リ
ー

トコ ア を採取 し て 強度試

験 を行 っ た 。
コ ン ク リ

ー
トの 圧 縮強度 は ，無開

口 試駲 梗 は 19．lN ノ 
2
，有 開 暾 験 体 で は 20．5

N！mm2 と設 計基準強度 以上 の 強 度が得 られ た 。

また，建物解体部分か ら採 取 し た 9φ鉄 筋 の 降伏

　　　　　　　　 a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
強度は 370．5　N！mm

←
，引張強度は 4フ4．8N ！mm

’
で

あ り，SR235（SR24）と して は 高め の 強度で あ っ た，、

後述す る 壁耐力 の 計算に は ，こ れ ら の 材料強度

を使用する。なお ，壁 の 曲 げ補強筋 と し て 13 φ

の 丸鋼 も使用 され て い る が ，材 料試 験 が 出来 な

か っ たた め ， 計算 では既存建物 の 耐 震診断
S）
で 用

い られ て い る 数値 294N！mm
？

を採用 した 。

3，2 加力方法 の 評 価

　実験 で は，油圧 ジ ャ ソ キの 初期 取付 け角度 0は

45．9
°

で あ っ た。実験で の 加力範囲は層間変形角

R＝1！70rad．程度ま で で あ り，図 一4 に 示 した とお

り ， そ の 範囲 で の 水 平力 の 誤差 は O．Ol％，軸力成

分 は 0．7％ 程度で あ る こ と か ら，水 平 荷重 の 計算

に お い て は 取付け 角度 θ をそ の ま ま使用 した。

　無開 巨 試験体に関 して ，ロ
ー

ドセ ル で 計測 した

各 ジ ャ ソ キの 荷 車差 を，加力 ス テ ソ プ 毎 に プ ロ

ッ トした もの を図
一6 に 示す 。 Jl は図 一 2 に 示

す壁南側 に 取 り付 けた ジ ャ ッ キ ，J3 は 同 じ位 置

の 壁裏側 の ジ ャ ッ キ で あ る。 」レJ3 の 100step お

よび 370step附近 で荷重差が大 き くな っ て い るが ，

コ ン ピ ュ
ータ に よ る連動が うまく働か な か っ た

た め で あ り
， それ以外 で は 10kN 程度 の 振れ幅で

加力 が 行 われ た こ とを示 し て い る。J1 ジ ャ ッ キ

ス リ ツ プ変形 用

図一 5　 計測計画

，　 　　 水平 変形 用

『 　 　　昌

南側 〔バ ル コ ニ
ー

｝

T

を マ ス タ
ー

機 と して 制御 し ， Jl か らの フ ィ
ー

ド

バ ッ ク 信 号を コ ン ピ ュ
ータ で折 り返 し て J3 ジ ャ

ッ キを コ ン トロ ール し て い る 関係 で ，若 T一の 制

御誤 差，お よび制御峙間差 な どが あ り，変 動幅

が 大 きな場合が 出現 し た もの と考え ら れ る。

　
一方，」1−」2，J3−J4 は壁 の 同 じ面 の 南北 ジ ャ ッ

キ の 荷 重差 を示 して い るが ，5kN 程度の 変動幅

で 追 随 し て い た こ と が 分 か る。」3−」4 の 20〜

70Stcp 間 で 所 々 変動 が 大きい の は ，油庄 ホ ース の

接 続 部に遊 び が あ っ た こ とが影響 したた め であ

る。全般 的には ，本 加力方法 で 良好 に実験 を行

うこ とが 出来 ， 実験 に 大 きな影響 を及 ぼす よ う

な荷重変動 や 偏心等 の 影響 は 見 ら れ ず ，有効な

実験法で あ る こ とが確認され た。

　 45 　　　　　　　　：
　 ヨロ　 　 　 　　 　 　 　 と

．悉軸 誌
至 ，3D　 　 　 　 　 ．レ
柵
・250 　

・

’
丶 ，ハハ

　 　　 　トー一 一J31

〆 〉 丶 卜 ・耐
　 　 　 ．　　 　 fl
　 　 　 　 　 　 t　　 I
　 　 　 ヒ　 　 　 　 　 1

凝…

　認

　露
　 一30
　 　 D

鬘　
tt’：

　 　 「一「t［ 　．J2
　 　 i　　　 ．J4

、．← 畑

100 　　　　　　 200 　　　　　　 30D

　 　 加 力 ス テ ッ プ

400

図一6　 各ジ ャ ッ キの 荷重差 （無開ロ試験体）

3．3 試験体性状

（1）荷重
一変形関係

　各試 験 体 と も初 め は 荷重制御 で 加 力を開始 し
，

そ の 後 ，変位 制御 に 切 り替 え て 正 負漸増繰 返 し

載荷 を行 い ，試 験体 が 最終破壊状態 に 達す るま

で加 力 を行 っ た。実験 か ら得 られ たせん断 カ
ー
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変形関係 を図
一7 に 示 す。

　無 開 口 試 験体 の 最大 耐力は 1．13MN （R ＝1！205

rad ．），お よび一L14MN （R＝−1！440rad．）で ，R＝11200rad．

の 負側加 力で耐力 が 大き く低下 し，さら に 2 回

目の 加 力時 に 試験体面外 方 向へ の 倒れ 込 み が顕

著 に な っ た た め 実 験 を 終 了 し た。

　 　 　 層 間変形 角 （xlO
’：

rad ．）
−15 −12 喝 404812

　 20

　 1、5 ．　試験体 耐力 （▲ 印｝

　 　 　 Q 　 ニ1　12eNIN

11
° 『 6R：1

櫑
　 e5 　　 　 CR＝lt“ Orad）

墓 。。

乱 ，

鹽
　

−1．o　　 　　 　

　 ．15 　 T　　 ．　 ；Q
　 　 　 　．．い＿　＿　 』＿．．．．、Q．．
　

−20　
．
　
一
　
一一．一一．一一．

　
．．一．．

　　
・

Q 　 　

♂ 1＿ −
1
＿ ニー一一一

’

計算醂 力

　 　 　　 　 5aMN

覗・9・kA・

4e 　　−30　　 ・20　 　 ・10　　 0　 　 10

　 　 　 　 　 層聞 変形 （filn）

　　 （a ）無開 口試験体

　 　 　 層間変形 角　　（x庫0
．3
　rad　）

．16　　
−12 　　

−5　　　4 　　　 0 　　　 4

20　　 30

rad．），お よび一〇．94MN （R＝−1170rad、）で ，最終的に

は R ＝−lf70rad．を超 え る あた りで 大 きなせ ん ひ び

わ れ が発 生 し て 実験 を終了 し た。有 開 口 試験 体

で も壁脚部 の ひ び われ は 見 られ たが ， 無開 口 試

験 体 ほ ど顕著 で は な く，ス リ ッ プ 変形 も大 き く

は な か っ た 。 両試 験体 は ，最終破壊 メ カ ニ ズ ム

が 異な っ て お り単純 に 比 較は 出来 な い が ，有 開

口 試験体の最大耐 力は ， 無 開 口 試験 体 の 約 83％

とい う結果 とな っ た。
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正 加 力時 負加 力 時 初期 ひ びわ れ

図
一8　 最終ひびわれ状況 （無開ロ試験体）
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　 15　．

蕚
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兀
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．
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　 　 　 　 　 層 間変形 k  ）

　　 （b）有開 ロ 試験体

図
一7 　せ ん断カ

ー変形関係

　無開 口 試験体の 最終ひ び われ 状況 を図
一 8 に

示す。最初の せ ん断 ひ び われ は R；1／1600rad．辺 り

で 発 生 し，加 力を繰 り返す に し たが っ て ひ びわ

れ が 進展 し本数も増加 した 。

一
方 ， 加 力 の 早 い

段 階か ら 壁 脚部，ス ラ ブ との 交差部 に ス リ ッ プ

ひ び わ れ の 発生が見 られ，加力 とともに壁全 長

に 進展 した 。また ，変形が 大 き くな るに したが

っ て 壁脚 部 の ス リ ッ プ変形 量が大 き くな り，無

開 口 試 験体 の 最大耐 力 は ，ス リ ッ プ 破壊 に よ る

もの で あ っ た。

　有開 口 試験体 の 最 大耐力 は，0．84MN （R＝lf239

　図 一7 に は ，文献 6）に 示 され る 耐力壁 の 曲げ

終局耐力 M
” u 時の せ ん 断力 ρ．

．mu ，お よ びせ ん断

終局耐 力 ρ．
・su の 計算値 を破線 と点線 で 示 して い

る。計算に は，3．1節で述べ た材料試験結果を使

用 し，実験時 の 壁軸力 の 実況値 （自重 ＋ 加 力治

具 ＋ ジ ャ ッ キ 重量〉 を考慮 し た。

　計算か ら得 られ たせ ん断終 局耐 力ρ”
，Str は，い

ずれ の 試験 体 にお い て も実験値 よ り大 きく，無

開 ロ 試験体で は 実験値 の 1．66 倍，有開 口試 験体

では 1．27 倍 と試験体耐 力 を過大評価す る結果 と

な っ た。そ の 原 因 と し て は ，無 開 口 試 験体 に お

い て は壁脚部 の ス リッ プ に よ り最大 耐力に達 し

た こ と，有開 口 試験体に お い て は 開 口 部両側 の

壁 の 挙動 が
一

体で な か っ た こ と な ど ，計算式 の

前提 と し て い る破壊メ カ ニ ズ ム と異な っ て い た

こ と が 推測 され る。そ の 他，壁縦筋の 定着の 問

題，丸鋼 の 付着の 影響なども想定 され る。なお，

ス リ ッ プ 破壊 は 無開 口 試 験体で は 見 られ た が ，

有開 口 試験体で は顕著で は なく，し た が っ て ，

ス リ ッ プ破壊 は 加 力方法の 影響に よ る もの で は

ない と判 断 して い る。
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（2｝必要保有水平耐 力 との 比較

　実験 に用 い た建物 は 1960年 当時 の規準に基 づ

い て 設 計 され た もの で あ る が
2）
，現在 の 建築基 準

法 に よ っ て 当該階 （3 階）の 2 次設計用地震層 せ

ん 断力 （Co＝1．0） を計算 し
ω
，実験対象 と した

壁 1 枚 当た りの 必 要 水平耐 力 を算 出 す る と

0．85MN とな る 。 実験 で 得 られた最大耐 力は無開

口 試験 体 1．14MN
， 有開 口 試験 体 O．94MN で あ り，

必要水 平耐 力 との 比率 は，それ ぞれ 1．3 お よび

L1 で あ る。実験 対象建物 が，必要耐 力以 上 の 強

度 を保 有 して い た こ とが確認 で きた rt

（3）等価粘性減衰定数

　図一 7 の 履歴 復元 力特性 か ら求 めた各試験体

の 等価 粘性減衰 定数 （heq） の 推移 を図
一 9 に 示

す．R ＝1〆1000rad．以 前 で は 1 同 目の 加 カ ル
ープ ，

それ以降で は 2回 の 加 力ル ープ か ら得 ら れた heq

をそれ ぞれ示 して い る。

　無開 口 試験体 で は変 形 の 小 さい 部分 で ば らっ

き が 見られ る が ，R −1〆400rad．辺 り で は 9〜15％ 程

度，11200rad，附近 で は 13〜17％ 程度 の 等価 粘性 減

衰定数が 得 られ た。い ずれ の 試験体で も同
一変

形にお ける 2 回 目載荷 時 の 値は小 さくな り，1 回

目 の 約 85〜60％ 程度 で あ っ た
、、

20162

　
8

〔
誤）
94

D　 　　 1　 　　 2　　 　 3　 　　 4　 　　 5　 　　 6

　 　 　 　 層間変形角 〔xlo う

図
一 9　 等価粘性減衰定数一変形角関係

4 ．まとめ

　建築後 40 年以 上経過 し，実 際 に集合住宅 と し

て 使 用 され て い た建物 の RC 造実 大壁 を対象 に

した 加 力実験に っ い て 報告 し た。

　屋 外 で の 実 大 実験 で あ っ た が ，加 力 用 油 圧 ジ ャ

ッ キ の 反 力を試験部分で 釣 り合わせ て 加 力する

方法 を採 用 し，外部 に 反 力壁 を設 置する こ とな

く実験 を行 う こ と が 出来た 。今回採用 し た 手法

は ， 構造 実験 に有効 で あ り，安定した加力制御

が 可能 で あ る こ とを確 認 した 。

　実験 で 得 られた試験 体の 最大耐力は，通常，設

計 で 用 い られ る 耐力算 定式 の 計算値 よ り低 い 値

とな っ たが，破壊 メ カ ニ ズ ム が 異な っ て い た こ

とな どが 影響 して い ろ も の と推測 され る、，し か

し、実験 対象 建 物 は ，現 行 の 耐 震 設 計 基 準 に 照

ら し て も必要耐力以 上 の 強度を保有 し て い た こ

とが 確認 で きた tt
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